
音楽 1二おける早教育

竹　　内　　文　　子

　　　遺伝と環境

　音楽的素質が遺伝によるものか，あるいはま

た，環境的結果によるものかという問題は，古

くから論議され，語りつくされてきているもの

の，現在もなお解決されないままになってい

る。・ひとつには，それを究明する手がかりとな

る既成の音楽家，または音楽家に近い非専門家

について，とりあげることのできる材料という

ものが，きわめて個人的なものであり，考察す

る立場にあるのの主観に影響されるところが大

きいからでもある。

　しかし夕われわれの教鐸上の経験か亭一いえ

ば，その生徒に素質があ・るかどうかを，教師の

側として持つようなことはつつしまなけれぱな

らない。生徒達に対して，われわれは，素質

よりも勉強。素質よふりも努力とし）う示唆を与え

るが，これが意外潜成果をあげているという事

実に，われわれ自身がおどろかされることも多

い。その反面，われわれは，実際に生徒を訓練

し，育成していく間に，さまさまな事実に直面

し，ひとつひとつの事例にっいて考えると，遺

伝か環境かという間題について、迷路に立ち入

らさるを得ないものもまた事実である。

　このような教師の迷いが，ともすると，この

生徒には，どうも素質があ一るとは思わないか

ら，やれるとしても，せいぜいこの程度ではな

かうか。専門家として育成することは望まない

ほうがよいと，心の申で考えさせることに。もな

る。あるいはまた，この生徒の両親は音楽家な

のだから，おそらく音楽的素質も受けついでい

るのではないかと考えることにもなってしま

う。いうまでもなく，このような考え方を教授

の上に反映してレまうことはまちがいである

か，長い実際的経験によってつちがわれた音楽

家ないしは教師としての，いわゆる「かん」

というものが働いて，無意識のうちに多遺伝か

環境かという問題について思惟しているのであ

る。

　遺伝と環境に関して，音楽の歴史に名をとど

めているような大音楽家についての具体的な資

料を集めてみたところで，それがこの問題の解

決にそれほど役立つものとは思われない。この

人はこうたったというひとつの事実を示すにす

ぎないからである。たとえ，ほとんど同一条件

のもとに育った2人の音楽家に共通するある材

料をみとめることができたにせよ多一それは「す

べてのうちのデ部分」Iであるにすぎない。

　ヨハン・セバスチアン・バッハ（1685～1750）

は，申部ドイツのアイゼナッハに，音楽家に

よって満されている家系の一員として生れ、彼

の同時代のフランスの作曲家クープラン（1668

～1733）もまた，パリのサン・ジェルヴユ寺院

の才ルガニストを代々つとめてきた音楽家一族

の申に生まれたのである。また，ウインナ・ワ

ルツで知られるヨハン・シュトラウス（子，18

25～1899）も，同名の父や弟のヨーゼフととも

に，音楽の歴史に名をとどめている。

　このようなわずかな事例から，ただちに音楽

的素質に言及することはできないが、少なくと

も，両親あるいは血族のすぐれた素質も受けつ

いだのではないかという考え方に，われわれを

導く材料とはなり得るのである。同時にまた，

それは環境説へのよき資料であるという皮肉な

現象に目をそむけることもできない。

　べ一トーベン（1770～1827）の幼年期におけ

る，彼の父からの厳格な音楽的訓練についての

挿話は，素質についてより，むしろ環境説を裏
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竹　　内

統における感覚的方面に，刺戟によってひきお

こされる作用をいう。そして，この働らきは，

対象をすみやかに。しかも適確に把握する曄性

的な知覚力をまず必要とする。この知覚力は茅

さらに多外界または自已に対する鏡い観察力が

前提となる。このように，観察によって得たも

のを，知覚力によって把握し，それが自已の内

にしまわれ，創作活動にしたがって常に利用さ

れる記憶という現象によって，いっそう機能的

になるのである。記憶とは、遇去の体験を思い

おこし，これを遇去の体験として再認できるよ

うな保存作用をいうのである。

　これらの能カは，生れついたときに持ってい

る白然的な素質であるとともに、訓練によって

増進するものである。そして，これらの能力，

つまり感受性は，芸術家として，どの種類のも

のを選択するかという事実にしたがって，それ

ぞれの分野において伸長されていくことにな

る。

　しかし，感受性がいかにすぐれていたとして

も、それたけでは芸術家としては成立しない。

なぜならば、芸術には、創作する人間とその人

間によって産みだされた芸術作品を享受する人

聞が必要であって、この2者の存在において初

めて，芸術の成立が考えられるからである。す

なわち。芸術家は夕芸術作品を享受する側の人、

々に理解されるように作らなければならないの

である。つまり夕それだけの表現力というもの

が要求されるのである。画家における線と形タ

あるいは色彩に対する感覚，詩人におけること，

ばの選択，音楽における音に対する感覚といっ

たものを，どのように用いればよいかとい．う表

現能力がつぎに必要となる。しかし，鏡い感受

性が記億という現象で再認できたとしても，そ

れをただちに表現力に結びつけてしまづたので

は。芸術に特有なものとして考えら㍗亭審美性

への昇華を望むことはできない。感受性から表

現へという進行の遇程において，芸術家の個性

的な色づけが当然考えられ，それをわれわれは

空想力とよんでいる。すなわち，鏡的な感受性

によって受け入れられたものを総合し，包括

し、組成していく能力をいうのである。

文　　子

　しかし，この空想力によって変形され，改造

された精神的所産は，・あくまでも個人的な色彩

に盗れて∴）．るも．のと考えられるから，それをそ

のまま表現レてレまったのでは多．きわめて個人

的なものとなってしまう。芸術は、本釆が個性

的であるこ1とを要求されるものとはいえ，．その

個性は夕あくまでも，万人に共通するある審美

性への範ちゅうに属するものでなければならな

いのであって，そこに，趣味ということばで表

わきれる美的判断力が必要となってくるのであ

る。

　これらの諸能力、つまり素質を，遺伝が環境

かという問題にして結ぴつければ，この段階に

おける素質には、たしかに遺伝的要素によるこ

との大きいことがわかるのである。この段階1g

おいては，まだ「なになにのための素質」とい

った具体的な把握がなされていないからであ
る6

　　　素質から才能へ

才育旦と．は・個々の人間が・素質として掌け？

ぎ多それを陶治し多訓練した結果。それぞれの

職能（ここでは，それぞれが選択した芸術）に

おいて，成功を期待されるような茅一定の精神

的能力を意味する。天才とよばれる芸術家は，

芸術創作において、本質的に必要とされる霊

感，独創性，空想、思考，世界観、構成力とい

った点で，普通の才能をもった人間よりは，い

っそうすぐれたものを所有している入問をいう

のである。

　したがって，才能ということばは，前項にお

いて説明した素質を，発展させ上記のような可

能性を予測出来るような状態にまでもっていっ

た時に多初めて成立することばと考えられるの

である。いわば，素質がより具体化されたもの

と考えることもできるし、単に素質の変形した

ものとも受けられるのである。そういう意味に

おいては，素質は先天的（あるいは遺伝的），

才能は後天的（あるいは環境的）とも考えられ

るが，素質と才能の限界　いいかえれば、素

質そのものが，いつ才能に変化するかというこ

とを決定するζとは容易なことではない。
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竹　　内

ならばだれでも，ほぼ同程度に所有していると

考えることができる。しかし，一方では専門家

としての音楽家への道を進み，他方ではそうで

ないという事実は，その後にどのような教育を

与えられたかという後天的他律的な環境に影響

されることを証明しているのではないだろう

か。たとえば，音高記億という点において，専

門家と同じ程度にその能カを示すすぐれた耳を

持っている人々も多いし，あるいはまた，音に

対する感覚的な反応に対して鋭敏な能カを示す

人々も多いのである。これは，われわれが音楽

的素質とよんでいるものが，音楽家としての能

動的行為としてではなく保存されてきた例であ
る。

　音楽の実技的な面におけるテクニックについ

ても同じことがいえる。テクニックとよばれる

秦法の基本的技術は，年令的に高くなっても，

修得することは不可能ではないが，身体的に硬

化する以前に，じく自然に身につけていくこと

が，もっとも確実で安全な方法なのである。し

かし，演奏家でなく，作曲家とよぱれる人々に

とっても，それが必要であるかどうかは，現在

のように，創作と再現がまったく分離してしま

っている状態においては，必ずしも不可避のも

のということもできないが，ある程度までは，

そういう道をすすみ，創造という複雑で局度な

精神活動を行なうことのできる年令に達するま

でのひとつの遇程として，その道を進むことは

決して無益なことではない。

　同じことが声楽家についてもいえよう。彼等

が，声楽家としての道を歩むのは、少なくと

も，成人としての声が出し得る変戸期後でなけ

ればならない。その年令には個人差があるにし

ても，せいぜい14，5才以後である。それで

は，彼等の教育は，その時期に初められるべき

かというと，それではおそいのである。しか

し，声楽家の場合には，まったくの成人となっ

た後に，専門家としての道を進み，それで成功

した例も多く，その点では，必ずしも早教育は

必要でないかもしれない。あるいはまた，管楽

器秦者の場合に、呼吸との関係から，あまり早

くから専門の楽器を扱うのは危険であるともい

文　　子

われている。

　　　　音楽的環境と早教育

　音楽の歴史の上に偉大な足跡をとどめている

大音楽家めほとんどが，幼年期に本格的な音楽

教育を受けていることが，史実によって明らか

にされている。モーツアルトやべ一トーベンの

例をあげるまでもなく，幼年期における教育

は，年令的には相当に早く，それに伴って彼等

の名声を確立する時期もまたきわめて早い二

　作曲家では，サン＝サーシスが2才半，モー

ツアルト，べ一トーベン，ビゼー，ラフマニノ

フが4才，シュボーアが5才，ハイドン，リス

ト、マスネー多チャイコフスキー、ショパン、

マーラーが6才，ブラームス，シューマン，ド

ビッシーが7才，マクダウエルが8才，ドニゼ

ッティ，ワーグナー，グラズノフが9才から，

それぞれ音楽教育を受け初めている。また演奏

家では，パデレフスキー、ハイフェッツが3才

ジンバリスト，ティボー、メニューヒンが4才

ヨアキ今、クララ・シューマン多Aりレビンシュ

タインが5才，アウアーが6才，クライスラー

が7才などという数字が出ている。

　これらのわずかな例によっても「音楽をおぼ

えるのは，ことばをおぼえるのと同じで，子ど

もの時に学ぶものは上達するが，成隼になって

からでは，それを学ぶことはほとんど不可能で

ある」という著名な音楽家のことばを肯定でき

る。そして，多くの識者達の意見では，この教

育は，少なくとも10才以前に行なわれ，できれ

ば3才ないしは4才にスタートするべきだとさ

れている。いいかえれば，音楽環境を早教育と

いう形で与えるべきだとするのである。

　しかし，具体的に音楽環境を観察する時に

は，表面的には一律に音楽的環境とよんでいる

ものにも，質的には，それぞれ異っていること

をわれわれは発見することができる。たとえば

親が音楽家で，子どもを音楽家に育てるという

目的を持つ場合もあるし、たとえ親が音楽家で

あっても，子どもを音楽家とするという明確な

目的を持たない場合もある。あるいはまた，親

は音楽とは関係のない職業に従事しているが，．
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音楽における早教育

子供を音楽家にしようとする目的を捷つ場合も

ある。いずれの場合も，．われわれは，少なくと

も至音楽的環境とよばれるものについて多その

性格から次のように分けて考えることができ

る。

　1．有目的音楽棄境

　　ここ下11弾な音楽教市が㍗峠
　際に、その教育を行なうのが親であろうと，

教姉であラ1と・音苧に育亡よ戸る萌
．畔r的を持っ㍗る・し乍がっ下、この苧合

　には，素質についての遺伝的要素について，

　蕪南心亡はないまでも∴それぽどのこたわ．り

　を示さい。一親が音楽家でない時でも例外でぽ

　珪い。遣伝的要素たとだわ乏ようでは1音楽

．■家をこしヰ1とする自的を持つζと坤1チ≒

　毛ンスになってしまうかちである。　　一一

　　毛一ヅアルトやべ一トニベシの場合が，’こ

め場合の毛っとも顕著な例亡ある二しふし，

　これが必ずしも成功するとぽきまらそいな

　い。そづいう場合には二われわれぽ，’老の人

間の素質が，音楽的才能にほ結びつかなかっ

たとし彼等1とぽ，一音楽以外のなたふにタき

　らにすくれた才能が存在しているのではない

かと考えるのセある；’しかし他の芸衛または

職能においては，音楽の早教育が行なわれる

年令期にぽ，・まだ完全な基礎能カ1を与えるま

でに成長しでいないと考えられるかち夕それ

か一らで竜決しておそくはないのである。

’2。撫目的音楽環境

　親は音楽家であるが，一子どもを音楽家にし

ようとする意志のない場合が，・もうとも代表

的な例となる。親が音楽家でなく，しかも，一

子どもに音楽教育を与えない場合には1音楽

的環境とよぶなにものも存在していないか

ら，この場合についての言及は無意味であ
　る。

　親が音楽家であれば，，その家庭においても

音楽を聞き，音楽の訓練の実際に接する機会

も多く；そこに育った子ども達は，無意識的

であるにせよ、∴音楽のなんであるかを感じ，

それなりの理解を示すようになってく．る。’モ

ーツアルトの父が夕。姉のマリアンネヘの教育

　に専心している間に，ふとしたことから，モ

　ーツァルトの才能に気ついたという事実がそ

　のよい例である。

　　．ここでいう音楽環境では、親からの他律的

　な教育という形でなく、与えられ環境におい

　て無意識のう’ちに吸収するという形をとる。

　その子どもが51後に音楽家ぺの道を歩み初め

　るかどうかは，’この時点においては決定され

一「てないのである。

　これ等の例においては多音楽家になるという

びくせまい範囲において説明を試みたのである

が，この2つの分類は，これらの例以外の多く

の場合にも，それほどの無理もなく，適用され

ることと思う。

　たとえば幼稚園を含めて，　般に学校教育と

いわれでいる場合は，後者つまり無目的音楽環

境といえるし，親が音楽家でなく多しかも，子

ど毛一を音楽家にする意志もないのにもかかわら

ず，いわゆる情操教育という立場から，ピァノ

を勉強させたり、音感教育を受けさせたりし

て’音楽的な環境を与えている場合も，やはり

無官的である。

　このように、いろいろな場合が考えられる如

要するに∴そこになんらかの目的があるかどう

かというこ．とによっ．て一応は考え、さらに，そ

の目的が二具体的にどういうところにおかれて

いるかによらてタ．おのずから決定されるのであ

る。’

　この音楽的環境は、またその進歩の過程にお

いて身つぎのような2つの場合が考えられよ
う。

　1。．他律的音楽環境

　　自己の意志としてではなく，音楽教育を受

　け’る場合をいう。これは，必ずしも，親また

　は教師から能動的に受ける場合ばかりでな

　くタ無眉的音楽環境の場合にも考えることが

　できるら

2。自律的音楽環境

　自己の意志にってよもとめられた場合であ

　る。幼ないべ∴トーベンにとって、父からの

．命令は，最初こそ苦痛であったが，しだいに

．自分から進んで勉強するようになるという変
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化を含めて考えたい。したがって，ここでいう

自律性というものは，必ずしも成人後に持ち得

ると想像される精神的な力によるとは考えない

のである。つまり、自律性がタどれほど幼稚で

あっても，自己の意志から行動したというとこ

ろに出発点を考えているのである。

　　ヘンデルが，両親が廉てしまってから屋根

　裏のピアノをひいたとか、バッハが多兄の蔵

　書を，夜半にろうそくの灯をたよりに写譜し

　たとかいう挿語にみられるものは多すべて白

　律的な学習なのである。

　　そして，この自律的意志が，教師や先人達

　の音楽を妓収し，結果的には「だれそれの影

　響を受けた」という形で実を結び、やがては

　新しい創造の世界へ到達する原動力となるの

　’である。

　この2つの環境は，前者から後者、つまり他

律的音楽環境から自律的なそれへと進む形をと

り、前者では素質がタ後者では才能が，それぞ

れ間題となる。

　素質が音楽的素質へ転換し，さらにそれが、

いかにして才能に結びつけられていくかという

論点からいえば，有目的音楽環境のほうが、無

目的なそれより、も有効であり，他律的な毛のよ

りは；自律的なもののほうが望ましいのであ

る。そして，より早く自律的音楽環境へはいれ

るものほど，音楽家への道が容易であるという

ことがいえ，そのためには，有目的な音楽環境

の設定が有利なのである。そこに早教育という

ことの根本的な理由が存在していると考えた

い。われわれが，生徒に対して素賓よりも勉強

素質よりも努力という示唆を与えるのは，ここ

でいう自律的音楽環境にはいってから音楽家と

して立つまでの道が，もっとも長く，もっとも

きびしい遇程だからである。

　こうした意味において，シャイフェルトの調

査による「両親が音楽的な場合，子どもの70パ

ーセントまでが音楽的であり，いずれか一方の

親が音楽的である時は，60パーセントまでが音

楽的であり，両親とも非音楽的な時は，15パー

セントしか音楽的なこどもができない」という

資料は，ある程度まで真実である。

文　　子

　　　　家庭における音楽環境

　両親が，子どもに音楽教育を与えようとする

時に発する質間は，だいたいつぎのような3つ

の点についてである。

1。子どもには，何才くらいから音楽教育を与

　　えたらよいカ・0

2。どの子どもにも，音楽的才能があるものだ

　　ろうか。

一3、もし才能があるとすれぱ，われわれはその

　　子になにを与えればよいか。

　これらの質間の要旨は，要するに「音楽的才

能がこの子どもに存在するだろうか」という，

きわめて幼稚な考えにもとづいているのであ

る。’そして，その裏には一「もし，才能がないと

すれぱタ音楽教育を受けさせる必要はないし、

さらに有益と思われる他の教育を授けた方がよ

い」という打算がかくされているのである。

　しかし；われわれが，このような質間に答え

る用意もないし，また答え得る根拠も持たない

のである。われわれのいえることは，これまで

の論旨にも明らかなように，現在の素質（場合

によっては，音楽的素質とよび得るもの）が，

音楽的才能に結ぴつく可能性があるという，そ

の可能性についてである。

　したがって、この種の質聞に対して，われわ

れのとるべき態度はいろいろに考えられるが「

それでは多もし才能がないといわれたら音楽教

育を受けさせることを断念するかどうか」とい

う皮肉な反間を用意するよりしかたないのであ

る。この場合の親達のとる態度は，あるいは不

満の意を表わし夕あるいはちゅうちょしなが

ら，あるいはまた，教師に全幅の信頼をおくと

いったさまざまな形で，ともかくも指導者にあ

ずけるようになる。

　そして。音楽教育が初められるのである。具

体的には，週に1回または2回のレッスンを受

けるという形で進められるが，さらに重要なこ

とは夕家庭内における音楽的環境の設定であ

る。次に音楽的な環境を作ろうとする両親への

いくつかの忠告を試みてみよう。

1。音楽の本質を理解する

一43一



音楽にわける早教育

　音楽教育というものは，本釆が技術教育を

申核としており，その技術の修得には長い年

月を必要とするのである。しかも，それぞれ、

の持っている音楽的素質が、具体的には，そ

の技術の完成に伴って成長していくという事

実を忘れてはならない。したがって，技術そ

のものを過信してもならないし，反対に，技

術的進歩のおそいことを心配する必要もない

のである。幼時から才能を表わすことは，た

しかに望ましいことではあるが夕それがすべ

てではない。。

2。教育以前の環境について

　子どもの出生と同時に，ほとんどの親達

は，その子の未来像を頭に描くであろうしな

かには，より具体的な計画を持つ人々もいる

だろう。もし，将来音楽家にしようという考

が，たとえ漠然としたものであるにせよ多そ

の時に持っていたならば，ちゅうちょなく，

ただちに環境を整備することである。

　　もちろん，乳卿こピァノをひかすことは

できないし，音の高低を口でいわせることも

できないが，できるだけ，じく自然な形で，

よい音楽を聞かせてやることが大切である。

他律的な教育が可能な年令になるまでは、決

して「むりじい」な態度をとってはならな

い、たとえば，家庭内にピァノがあるとした

ら。いつでも蓋をあけておくことである。や

っと歩くようになった子どもでも，たまには

ピアノの鍵を指で，ただでたらめにたたいて

みるぐらいのことはするものである。

　そういう意味において，将来へのひとつの

きっかけをつかまえることができるよう環境

を整備することが，なによりも大きなカとな

っていくのである。

3．教師の選択を誤まらないこと

　音楽に限らず、いわゆる「芸ごと」とよば

れるものではそうであるが，教師の指導によ

っては，その子どもの素質が伸びもするし，

とまってしまうことにもなる。どういう教師

がよくて，どういう教師がよくないかは，簡

単に決定することはできないが，しいて定義

づければ「自分の知って．いることを教えるの

ではなく，その子どもの持っているものを、

ひとつひとつ．ひき出してやろうとする熱意

を持っている」人でなければならない。つま

り、Aに対する指導とBに対する指導とが，

まったく異っているような教授法を持つ人と

いうことになる。その反対に，教授が画プ的

で，同質的で，同じプロセスを一様に与える

ような教師はあまり感心できないのである。

4。早教育に専念すること

　音楽の教育は感覚の教育である。感覚を自

由に伸長させようとするときに夕知的な教育

面での負担を重くすることは避けたほうが賢

明である。ほとんど教育らしい教育を受けな

かったべ一トーベンですら、のこされた数多

い手紙に書かれていることは，きわめて文学

的であり，教養の高さを示している。一見粗

暴に見える彼の挿話は，教養とは関係のない

感情的爆発，いいかえれば創造への熱意の変

形にすぎない。音楽的にすぐれた素質が作れ

れば、知的な面もそれに伴なうものである。

あるいはまた，子ど．もは「あがらない」が，

成人になると「あがりやすく」なるというこ

とがいわれるが，これは，子どもには自己批

判の点で，成人のそれよりも，いくらか低い

ことが原因となっているからである。自己批

判は，高さへの基盤となるが，その反面、い

たずらな差恥を招き，豊かで自由であるべき

はずの感覚に一まで，害を及ぼす結果となるこ

とも多い。

　そういう意味から．も，早教育への根本的な

態度ができたら、その申に没頭できるように

両親も協力しなければならない。だからとい

って，知的教育面を軽視すること一にはならな

いのである。なぜならば，音楽的に成長して

いけば「そこで、なにが必要であるか」は夕

本人が自然に自覚していくからである。

5。途申でやめないこと

　ひとたび早教育を初めたら，よほどの事情

のない限りは，途申でやめてしまわないこと

である。経済的，肉体的な理由を除いては，

理由としてとりあげる程の理由などは存在し

ていない。多くは，努力と忍耐という点で，
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劣っている場合に，それには気ずかずに，あ

るいは気づいていても，それを意識的におさ

えて，才能がないのでという理由を作りあげ

ているのである。そういう意味で，努力する

ことも才能のひとつであるとするのは，たし

かに正しいことである。

　　　結　語

　以上の小論は，音楽の専門家を育成するため

の早教育の問題を申心として論じてきたのであ

るが，事実，最近における音楽界には，早教育

の成果とよんでさしつかえないような現象を数

多くみることができ，それが，将釆の日本楽壇

を背負っていくようになることも明らかに想像

できるのである。

　そういう事情の申で，早教育を現代的な立場

でみなおした時，われわれは，それが単なる天

才の作成ということにとどまらずに，さらに広

い視野からの音楽教育全般に役立つような理論

的根拠を持たなければならないことを痛感す

る。いわば，それへのひとつの立場をまとめて

みたのである。

文　　子

　学校教育における音楽は，その性質上，無目

的で他律的な音楽環境ということになるが，早

教育によって，技術的にすぐれた音楽家が生れ

てくる可能性が強いとすれば，学校教育におい

てもまた，なんらかの形で，それを意識するこ

とも大切であろう。1人のべ一トーベン，1人

のモーツアルトは、やはり底辺の広い音楽教育

全から出現するのであって，音楽家不毛の地に

は，すぐれた音楽家は出現しないのである。

　しかし、ここでは，そこまで論ずる余裕はな

く，早教育の具体的な方法と学校教育における

音楽の意義については後日を期し，シューマン

のつぎのことばを紹介して結びとしたい。

　「グロッシェン（銅貨）の5，6枚も出せば

買える1ポンドの鉄から，何十万グロッシェン

もする，何干という時計の螺条ができる。神か

ら与えられた1ポンドの才能を大切に利用しな

さい」

　　　　　　　　　（昭和38年9月5日受付）
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